
十
倍
素
早

く
読
め
る

名
著
復
刻
堂

利
井
鮮
妙 

述
行
信
乙
丑
篇
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行
信
乙
丑
篇

名
号
大
行
章

　一
、
所
行
依
処

夫
れ
行
信
の
法
は
、
宗
の
淵
源
に
し
て
片
時
も
緩
に
す
べ
か
ら
ず
。
故
に
学
者
、
力
を
竭
し
、
蘭
菊
の
争
ひ
を

な
す
。
然
れ
ど
も
動
も
す
れ
ば
、
惑
を
生
じ
異
計
を
な
す
。

爰
に
吾
が
空
華
轍
の
如
き
は
、
辱
か
た
じ
け
なく

も
、
先
師
深
く
此
の
間
に
心
骨
を
砕
き
、
行
信
の
玄
底
を
尽
く
せ
り
。

然
れ
ど
も
中
比
、
先
師
を
軽
蔑
し
私
の
臆
説
に
誇
り
、
終
に
他
轍
に
混
じ
て
、
異
解
を
主
張
す
る
の
徒
も
あ
ら
ん
。

悲
歎
す
べ
き
に
堪
え
た
り
。

故
に
聊
か
見
聞
の
疑
雲
、
管
見
に
及
ば
ん
ほ
ど
に
ま
か
せ
て
此
れ
を
通
消
し
、
以
て
一
家
建
立
の
行
信
綱
要
、

百
万
端
が
一
頭
を
乙
丑
窮
陰
記
念
日
、
凉
喨
閣
の
北
窓
に
贅
語
す
。
其
の
漏
れ
る
所
の
者
は
他
日
の
補
を
俟
つ
の

み
。名

号
大
行
章

夫
れ
仏
果
成
の
尊
号
、
直
に
大
行
と
名
く
る
や
、
吾
が
空
華
の
先
師
の
常
に
弁
立
し
給
う
処
に
し
て
、
諸
祖
の

釈
判
、
爰
に
究
す
る
に
似
た
り
。
今
正
に
決
著
せ
ん
と
欲
す
る
に
、
略
し
て
三
門
を
作
る
。

一
に
は
所
行
の
依
拠
を
定
め
。
二
に
は
名
義
を
弁
じ
。
三
に
は
義
相
を
示
す
。

一
に
所
行
の
依
拠
と
は
、
名
号
を
直
に
行
と
呼
ぶ
も
の
、
善
導
の
所
謂
る
「
即
是
其
行
」、『
略
文
』
類
所
明
の

利
他
円
満
の
大
行
、『
行
文
類
』
の
大
行
、
四
法
大
意
の
南
無
阿
弥
陀
仏
の
妙
行
、
六
要
鈔
所
明
の
所
行
。

異
解
者
、
此
れ
等
を
果
号
当
面
の
釈
と
は
許
さ
ざ
れ
ど
も
、
文
を
句
面
の
如
く
伺
う
と
き
は
、
阿
弥
陀
仏
に
南

無
す
る
其
の
阿
弥
陀
仏
と
は
、
当
体
全
是
其
行
な
る
が
故
に
、
何
ぞ
称
名
行
と
会
釈
す
る
こ
と
を
得
ん
。
若
し
爾

ら
ず
ん
ば
、
何
ぞ
別
時
意
を
会
す
る
こ
と
を
得
ん
や
。
又
、
因
行
果
徳
対
も
此
れ
な
り
。
況
ん
や
行
文
類
、
略
典
、
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行
信
乙
丑
篇

　
六
要
鈔
所
行

共
に
所
信
所
聞
の
法
を
指
し
て
、
直
ち
に
得
名
し
て
大
行
と
呼
ぶ
を
や
。

六
要
二
本
（
十
丁
左
）、「
十
七
・
十
八
更
に
相
離
せ
ず
、
行
信
・
能
所
・
機
法
一
也
（
乃
至
）
十
七
・
十
八
両
願

倶
に
存
し
、
所
行
4

4

・
能
信
4

4

共
に
以
て
周
備
す
。」
文

又
一
（
十
三
左
）、「
行
は
所
行
4

4

の
法
、
信
は
是
能
信
4

4

な
り
。
故
に
玄
義
に
云
く
。
南
無
と
言
は
、
即
是
皈
命
、

亦
是
発
願
廻
向
の
義
な
り
。
阿
弥
陀
仏
と
言
は
、
即
是
其
の
行
な
り
。
斯
の
義
を
以
て
の
故
に
、
必
往
生
を
得
。

已
上
。
信
行
離
れ
ず
、
機
法
是
れ
一
な
り
。」
文

又
二
末
（
二
十
四
丁
）、「
正
と
は
傍
に
対
し
邪
に
対
し
雑
に
対
す
、
信
と
は
疑
に
対
す
、
今
は
是
れ
行
に
対
す
。

所
行
4

4

法
に
就
て
能
信
4

4

の
名
を
挙
ぐ
。」
文

此
れ
等
の
文
に
よ
る
と
き
は
、
能
聞
所
聞
、
所
信
能
信
、
能
讃
所
讃
等
の
一
双
の
名
目
に
あ
ら
ず
。

今
、
幼
学
解
し
易
か
ら
し
め
ん
為
に
図
し
て
云
く
。

所 

行

能
行

能
信

能
聞

所 

信
所 

聞

所 

煮
米

能
見

能
握

能
食

能
行

能
信

能
聞

所 

行

能
見

能
握

能
食

所 

見
所 

握
所 

食

法

喩

ギ
ョ
ウ
ズ
ル
ト
コ
ロ

ニ
シ
ト
コ
ロ シ

㆑

㆑

㆑㆑㆑

㆑㆑㆑

法

喩

①②

ギ
ョ
ウ
ゼ
ラ
レ
テ

シ
ン
ジ
ラ
レ
テ

キ
カ
レ
テ

ミ
ラ
レ
テ

ニ
ギ
ラ
レ
テ

ク
ラ
レ
テ

シ
ロ
シ

ヤ
ワ
ラ
カ

ウ
マ
シ

ノ
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行
信
義
（
抄
）

此
の
二
の
図
の
中
、
今
の
所
取
は
第
一
に
あ
り
。
第
二
は
簡
非
の
為
に
挙
ぐ
の
み
。

問
云
。
六
要
所
明
の
所
行
と
は
、恐
ら
く
は
第
二
の
図
の
如
く
な
る
べ
し
。
爾
る
を
「
所
行
・
能
信
」
と
す
る
は
、

互
顕
に
し
て
、
能
信
よ
り
所
信
を
影
顕
し
、
所
行
よ
り
能
行
を
影
顕
し
て
、
以
て
機
法
共
に
行
信
の
名
、
周
備
す

る
こ
と
を
示
し
給
ふ
な
ら
ん
。
故
に
同
二
本
（
十
一
丁
右
）
に
云
く
。

「
今
当
巻
に
引
く
こ
と
は
口
称
を
本
と
為
す
、
第
十
七
の
意
な
り
」
文

明
ら
か
に
知
る
、
行
は
能
よ
り
所
に
及
ん
で
以
て
得
名
し
、
行
の
名
、
偏
に
称
名
に
局
る
べ
し
。

又
、『
能
信
に
対
し
て
所
行
』
と
は
、
能
行
の
信
に
対
し
て
、
行
ず
る
所
の
法
を
挙
る
と
云
う
こ
こ
と
な
る
べ
し
。

六
要
処
々
に
、
念
仏
の
信
心
と
談
じ
給
ふ
を
や
。

答
。
六
要
一
部
を
諦
観
す
る
に
、
行
は
所
行
に
し
て
、
信
に
も
対
し
、
又
能
行
に
も
対
す
。
能
行
よ
り
所
行
に

及
ぼ
す
の
相
は
見
ず
。
所
行
よ
り
能
行
に
及
ぶ
相
に
し
て
、
法
体
当
面
、
行
の
得
名
な
る
や
明
ら
か
な
り
。

所 

行

能
行

能
信

能
聞

所 

信
所 

聞

所 

煮
米

能
見

能
握

能
食

能
行

能
信

能
聞

所 

行

能
見

能
握

能
食

所 

見
所 

握
所 

食

法

喩

ギ
ョ
ウ
ズ
ル
ト
コ
ロ

ニ
シ
ト
コ
ロ シ

㆑

㆑

㆑㆑㆑

㆑㆑㆑

法

喩

①②

ギ
ョ
ウ
ゼ
ラ
レ
テ

シ
ン
ジ
ラ
レ
テ

キ
カ
レ
テ

ミ
ラ
レ
テ

ニ
ギ
ラ
レ
テ

ク
ラ
レ
テ

シ
ロ
シ

ヤ
ワ
ラ
カ

ウ
マ
シ

ノ
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行
信
義
（
抄
）

　
仏
所
行

二
、
弁
名
義

　
進
趣

三
、
示
義
相

　
果
号
行
名

何
と
な
れ
ば
、
六
要
二
末
（
初
丁
左
）
に
、

「
仏
の
所
行

4

4

4

4

の
外
に
衆
生
の
行
無
し
、
如
来
の
廻
向
成
就
の
義
也
。」

又
、
三
本
（
十
二
丁
）
至
誠
心
の
釈
、
同
三
末
（
二
十
左
）
分
陀
利
華
の
釈
、
及
び
前
に
出
す
所
の
諸
文
、
合

わ
せ
み
る
に
、
す
べ
て
所
行
よ
り
能
に
及
ぶ
の
相
た
。
明
ら
か
に
知
る
、
行
と
は
所
行
、
即
ち
仏
の
所
修
に
し
て
、

一
（
十
七
丁
）
等
に
所
謂
る
、「
衆
生
所
修
の
行
」、「
仏
所
行
」
と
は
こ
の
謂
ひ
な
り
。

二
、
釈
名
義
は
、
芿
園
大
行
義
に
五
義
を
出
す
、
迂
遠
也
。

今
の
意
、
若
し
通
途
の
名
目
を
借
ら
ば
、
進
趣
の
義
と
云
う
べ
し
。
強
い
て
此
の
名
目
を
嫌
ふ
徒
に
は
、
立
目

せ
ず
し
て
も
可
な
り
。
只
、
従
因
向
果
の
行
業
と
云
ふ
べ
し
。

三
に
、
大
行
の
相
状
と
は
、
通
途
で
云
へ
ば
、
思
業
を
以
て
行
の
体
と
す
。
爾
る
に
今
家
に
判
ず
る
大
行
と
は
、

仏
体
即
行
、
仏
名
是
行
に
し
て
、
仏
に
約
し
て
云
へ
ば
、
た
だ
是
れ
果
徳
。
衆
生
に
約
し
て
云
へ
ば
、
全
く
我
等

が
因
行
、
因
行
果
徳
不
二
な
る
も
の
を
、
此
を
弘
願
の
妙
行
と
云
ふ
な
り
。

問
云
。
果
号
を
何
ぞ
行
と
名
く
る
や
。

答
云
。
果
に
行
な
し
と
は
云
ふ
べ
か
ら
ず
。
仏
の
十
号
、
已
に
妙
行
足
善
逝
と
云
。

又
、
善
導
は
、「
自
覚
覚
他
覚
行
窮
満
」
文
又
、
仏
は
目
闇
比
丘
の
為
に
針
を
貫
く
。
仏
は
止
息
の
情
な
く
し
て
、

功
徳
を
行
ず
。
通
途
す
ら
此
の
如
し
、況
や
別
途
不
共
の
妙
行
、果
上
に
此
を
談
ず
る
に
何
の
妨
碍
か
こ
れ
あ
ら
ん
。

問
云
。
通
途
の
上
で
も
、
行
と
名
け
て
あ
れ
ど
も
、
果
に
行
相
あ
る
こ
と
み
が
た
し
。
況
ん
や
通
途
に
行
と
は
、



-7-

行
信
義
（
抄
）

　
仏
三
業
造
作

「
諸
仏
と
い
へ
ど
も
自
利

の
為
に
は
造
作
も
進
趣
も
な

し
、
利
他
の
為
に
は
之
あ
る

べ
し
。
故
に
仏
の
三
業
を
三

輪
と
云
ふ
。

輪
と
は
摧
転
と
運
転
と

の
義
あ
り
て
、
衆
生
を
し
て

煩
悩
を
摧
破
し
能
く
涅
槃
に

運
転
せ
し
む
。
こ
れ
造
作
進

趣
の
義
な
り
。」

（
末
燈
鈔
行
信
戊
戌
記
）

　
果
号
行
相

　
造
作
進
趣

自
利
に
約
す
る
に
似
た
り
。
今
、
弥
陀
名
号
の
果
上
に
於
て
。
其
の
行
相
あ
ら
ば
、
具
さ
に
弁
ず
べ
し
。

答
云
。
た
と
ひ
諸
仏
と
云
へ
ど
も
、
自
利
の
為
に
は
造
作
も
な
か
る
べ
し
。
況
ん
や
進
趣
を
や
。
故
に
、
義
林

章
に
は
、
仏
の
三
蔵
を
三
輪
と
名
け
、
輪
は
運
転
・
摧
転
の
義
あ
り
。
衆
生
煩
悩
を
摧
破
し
、
菩
提
に
運
転
せ
し

め
給
ふ
が
故
に
輪
と
名
く
る
と
、
利
他
に
約
す
。

今
、
弥
陀
仏
の
誓
約
、
元
と
衆
生
の
因
と
な
ら
ん
と
、
そ
の
本
願
成
就
の
名
号
な
る
と
き
は
、
果
号
、
其
の
侭

衆
生
の
為
の
行
と
な
る
。

問
云
。
名
号
は
衆
生
の
為
に
も
果
に
し
て
、
因
行
に
は
あ
ら
ざ
る
べ
し
。
成
就
す
る
の
果
号
、
衆
生
よ
り
み
る

と
も
、
仏
よ
り
談
ず
る
と
も
、
共
に
以
て
一
の
果
号
な
り
。
何
ぞ
行
と
名
け
ん
や
。

答
云
。
永
劫
行
、
衆
生
の
行
を
成
ぜ
ん
が
為
な
る
故
、
成
じ
た
名
号
、
亦
衆
生
の
為
に
は
行
な
り
。

た
と
へ
ば
、
今
年
の
種
子
萌
出
て
、
終
に
花
咲
き
実
を
結
ぶ
。
此
を
今
年
の
中
で
談
ず
れ
ば
、
種
子
萌
芽
は
因
、

結
実
は
果
。
今
年
の
因
果
共
に
来
年
の
種
子
を
成
ず
る
に
あ
る
が
如
し
。
故
に
果
号
を
衆
生
よ
り
因
と
名
く
る
。

問
云
。
成
程
、
果
号
を
因
と
も
名
く
る
事
は
、
一
往
は
爾
る
べ
し
。
但
し
行
相
な
く
ん
ば
、
有
名
無
実
と
な
る
。

其
の
名
号
に
於
て
因
行
の
相
状
云
何
。

答
。
仏
の
三
業
の
造
作
、
即
ち
衆
生
の
因
業
を
造
作
す
る
な
り
。

喩
へ
ば
陶
家
輪
の
如
し
、
輪
の
造
作
は
即
ち
陶
の
造
作
。
輪
に
進
趣
な
し
。
陶
に
進
趣
あ
り
。
陶
の
進
趣
、
輪

の
造
作
の
外
な
し
。
唯
是
一
。
爾
れ
ば
進
趣
の
相
、
輪
の
造
作
の
外
に
求
む
べ
か
ら
ず
。
今
、
他
力
の
即
行
も
此
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行
信
義
（
抄
）

　
因
果
不
二
の
果

　
機
中
落
在
名
号

　　

に
比
し
て
解
す
べ
し
。

問
云
。
仏
の
果
号
、
究
竟
円
満
の
法
。
何
ぞ
未
究
竟
の
因
相
あ
り
と
云
ふ
や
。

答
。
仏
は
因
果
不
二
の
果
を
成
ず
。
故
に
衆
生
は
其
の
因
の
方
を
持
つ
。

喩
へ
ば
小
判
金
で
作
り
た
花
を
、
小
児
に
持
た
せ
る
が
如
し
。
小
判
で
持
た
せ
て
は
玩
弄
の
具
に
な
ら
ず
。
花

と
造
る
が
故
に
小
児
の
玩
具
と
な
る
。
其
の
相
の
方
で
持
た
せ
る
が
如
し
。
果
で
作
っ
た
因
を
も
た
せ
る
。
宜
し

く
思
択
せ
よ
。

問
云
。
仏
の
三
業
の
造
作
。
云
何
が
衆
生
よ
り
行
と
名
く
る
や
。

答
。
破
闇
満
願
し
て
、
よ
く
転
迷
開
悟
の
力
用
を
な
す
。
何
ぞ
行
相
な
し
と
云
ふ
や
。
明
ら
か
に
知
ん
ぬ
、
名

号
大
行
な
る
こ
と
を
、
知
る
べ
し
。

問
云
。
爾
ら
ば
破
闇
満
願
は
信
の
一
念
な
る
べ
し
。
未
だ
信
と
な
ら
ざ
る
の
名
号
の
当
面
に
破
闇
な
し
。
爾
れ

ば
法
体
の
名
号
当
面
に
行
相
は
な
か
る
べ
し
。
云
何
。

答
。
未
だ
機
中
に
落
在
せ
ざ
る
名
号
は
な
し
。
十
七
願
の
大
行
は
、
い
つ
も
十
方
世
界
へ
流
布
し
て
あ
る
。
其

の
流
布
と
は
十
八
願
の
三
信
十
念
な
り
。
此
の
十
八
に
み
ら
れ
て
る
法
体
な
れ
ば
、
機
中
落
在
な
る
こ
と
、
知
る

べ
し
。
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行
信
義
（
抄
）

　　　
同
時
一
用

化
風
同
別
事

　
　
筑
前
義

　
　
信
因
行
縁

爾
ら
ば
問
云
。
成
程
、
十
八
か
ら
眺
め
ら
れ
て
居
れ
ど
も
未
だ
衆
生
に
掌
握
さ
れ
て
は
な
ひ
。
仍
て
所
聞
所
信

の
法
体
と
云
。
何
ぞ
落
在
せ
ざ
る
大
行
な
し
と
云
ふ
や
。

答
。
其
の
十
八
か
ら
な
が
め
ら
れ
て
居
る
と
は
、
ど
の
位
の
も
の
な
り
や
。
夫
れ
は
十
八
の
機
に
あ
ら
で
、

十
九
二
十
の
機
な
る
べ
し
。
若
し
爾
ら
ば
今
の
所
論
に
あ
ら
ず
。
聞
其
名
号
と
聞
と
ど
け
た
位
な
ら
ば
、
諸
仏
の

讃
嘆
、
一
声
々
々
十
八
願
に
所
得
せ
ら
れ
て
、
破
闇
満
願
す
る
。

正
覚
の
一
念
よ
り
今
に
爾
り
。
仏
の
果
号
成
ず
る
と
き
、
諸
仏
こ
れ
を
讃
嘆
す
。
讃
ず
る
処
、
則
ち
衆
生
の
心

中
に
入
る
。
爾
れ
ば
即
是
其
行
は
、
虚
空
に
行
相
を
な
し
て
居
る
に
非
ず
。
常
に
衆
生
の
心
中
に
融
入
し
て
往
因

と
働
く
。
こ
こ
を
即
是
其
行
と
云
。

爾
れ
ば
行
巻
・
信
巻
、
一
念
同
時
に
し
て
、
説
必
の
次
第
な
る
の
み
。
爾
れ
ば
信
心
の
破
闇
、
即
ち
名
号
の
破
満
、

同
時
一
用
。
た
だ
、
機
か
ら
呼
ぶ
と
、
法
か
ら
称
す
る
と
の
異
に
し
て
、
行
信
の
名
あ
る
の
み
。

化
風
同
別
の
事

問
云
。
終
南
・
吉
水
、称
名
往
生
と
談
じ
給
ふ
。
吾
祖
、殊
に
信
心
正
因
と
判
じ
給
ふ
。
師
資
相
違
す
る
に
似
た
り
、

云
何
。

答
。
一
義
云
。
師
資
相
違
せ
ず
。
信
に
行
を
離
さ
ず
、行
に
信
を
離
さ
ず
。
信
行
相
扶
し
て
、以
て
往
因
を
成
ず
。

爾
れ
ど
も
二
つ
と
も
に
正
因
の
力
用
あ
り
と
云
に
あ
ら
ず
。
信
因
行
縁
。
此
義
を
顕
す
も
の
は
行
巻
光
号
因
縁

釈
な
り
。

終
吉
は
行
廃
立
に
約
し
て
因
を
縁
に
収
め
て
正
因
と
す
。
高
祖
、
之
を
通
じ
て
信
心
正
因
な
り
と
結
し
給
ふ
。



-10-

行
信
義
（
抄
）

　
評
云

　
豊
前
義

　
　
三
正
定
業
義

　
評
云

　
　
具
用

　
　
作
用

　
　
持
用

評
し
て
云
く
。
爾
ら
ば
行
縁
の
称
名
は
信
同
時
な
り
や
。
初
起
一
念
、信
称
並
起
せ
ば
、信
は
時
節
の
中
の
極
促
、

称
は
時
節
必
ず
次
第
を
歴
ん
。
又
其
義
の
如
く
な
ら
ば
、
称
名
正
因
実
理
を
成
ず
。
信
行
共
に
来
果
を
牽
引
す
る

の
力
用
あ
れ
ば
、
共
に
因
な
り
。
何
ぞ
因
縁
を
分
ん
や
。

又
或
が
云
く
。
凡
そ
真
因
の
名
を
施
す
も
の
三
あ
り
。

一
に
は
名
号
正
因
、
是
は
正
因
具
用
に
付
て
施
す
。
二
に
は
信
心
正
因
、
是
は
正
作
力
用
に
付
て
施
す
。
三
に

は
称
名
正
因
、
是
は
持
用
相
続
に
付
て
施
す
。
此
の
三
互
に
不
離
。

或
は
名
号
に
付
て
勧
め
、
或
は
信
心
に
付
て
勧
め
、
或
は
称
名
に
付
て
談
ず
。
終
吉
は
持
用
に
付
て
正
因
を
語

り
給
ふ
。
高
祖
は
作
用
に
約
し
て
談
じ
給
ふ
。
云
々
。

評
し
て
云
く
。
第
一
に
具
用
と
云
ふ
こ
と
は
許
し
難
し
。
何
と
な
れ
ば
、
名
号
の
当
面
に
付
く
と
き
は
、
い
か

な
る
法
義
を
顕
す
や
。
既
に
衆
生
の
因
法
成
就
の
法
な
れ
ば
、
具
と
は
許
す
べ
か
ら
ず
。
具
と
は
当
面
に
法
義
を

顕
し
て
居
る
も
の
に
、
其
の
余
の
徳
を
持
て
居
る
を
具
と
云
。
名
号
既
に
、
当
面
衆
生
の
因
体
な
ら
ば
、
具
と
は

云
ふ
べ
か
ら
ず
。（
是
一
）

又
所
弁
の
如
く
な
ら
ば
、名
号
当
体
、未
だ
機
中
に
落
在
せ
ぬ
位
で
談
ず
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

心
な
れ
ど
、前
に
屡
々
弁
ず
る
如
く
、

十
七
の
名
号
は
常
に
十
八
の
手
に
入
て
居
る
な
れ
ば
、
正
作
力
用
せ
ぬ
と
き
な
し
。
上
に
準
知
せ
よ
。（
是
二
）

二
に
正
作
力
用
と
は
、
名
号
に
簡
ん
で
信
心
を
張
り
立
つ
故
に
、
信
も
大
信
な
ら
ず
。

三
に
称
名
持
用
。
是
れ
又
爾
ら
ず
。
何
者
、
初
帰
の
信
心
、
一
生
涯
の
称
名
迄
も
該
摂
し
て
居
れ
ば
、
其
の
信
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行
信
義
（
抄
）

　
石
泉
義

　
　
願
力
正
因

　
評
云

　
　
信
行
等
分

正
釈

が
延
び
て
称
と
出
れ
ば
、
出
れ
ど
も
出
れ
ど
も
正
作
力
用
す
べ
し
。

喩
へ
ば
日
輪
の
破
闇
す
る
は
暁
天
に
あ
れ
ど
、
一
日
相
続
し
て
時
々
に
作
用
す
る
故
に
、
四
天
下
闇
冥
な
ら
ざ

る
が
如
し
。

爾
ら
ば
、
何
ぞ
行
信
の
間
に
、
作
用
・
持
用
の
名
目
を
用
ん
や
。
況
ん
や
称
名
破
満
も
会
通
し
て
通
る
こ
と
に

な
る
。

又
一
義
に
云
く
。
願
力
正
因
の
故
に
、
信
心
も
正
因
、
称
名
も
正
因
な
り
。
云
々
。

評
し
て
云
く
。
若
し
所
解
の
如
く
な
ら
ば
、
信
心
正
因
と
は
、
信
心
と
な
り
た
処
で
、
業
成
す
る
と
云
ふ
こ
と

を
顕
し
た
こ
と
と
す
る
や
。

信
心
と
な
り
た
処
で
往
生
を
な
す
と
云
は
ば
、
称
名
正
因
と
は
、
称
名
と
な
り
た
処
で
初
め
て
正
因
と
な
る
や
。

爾
ず
ん
ば
、
称
名
と
な
ら
ぬ
先
よ
り
正
因
な
る
故
に
、
称
は
有
無
妨
げ
無
し
と
云
は
ば
、
信
心
正
因
も
有
無
妨

げ
無
し
と
云
う
べ
し
。
又
信
心
は
是
非
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
云
は
ば
、
称
名
も
又
是
非
な
く
ん
ば
あ
る
べ
か
ら
ず
。

今
正
に
釈
せ
ん
と
す
る
に

一
に
、
名
号
正
因
の
義
を
詳
に
し
、　
二
に
、
信
心
正
因
を
弁
成
し
、

三
に
、
称
名
業
因
の
義
を
明
か
し
、　
四
に
、
二
祖
の
化
風
を
定
め
、

五
に
、
信
行
不
二
を
論
じ
、　
　
　
　
六
に
、
称
名
破
満
を
示
し
、

七
に
、
一
念
得
大
利
の
相
を
解
し
、　
八
に
、
十
念
業
成
の
義
を
顕
し
、

九
に
、
一
声
決
定
を
通
釈
し
、　
　
　
十
に
、
十
念
滅
罪
を
論
結
す
。
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行
信
義
（
抄
）

一
、
名
号
勝
因

　
行
信
互
具
一
相

　
作
即
無
作

二
、
信
心
正
因

　
一
、
信
相

　

一
に
名
号
勝
因
を
詳
に
す
る
と
は
、
今
の
取
る
処
は
十
七
願
は
十
八
願
と
一
念
同
時
に
し
て
、
仮
令
正
覚
の
一

念
で
云
う
と
も
行
信
は
同
時
。
上
に
弁
ず
る
如
し
。
名
号
成
ず
る
乎
、
諸
仏
之
を
讃
じ
、
諸
仏
讃
ず
る
や
衆
生
聞

信
す
。
何
ぞ
前
後
あ
ら
ん
。

既
に
爾
る
と
き
は
、
名
号
は
因
と
な
る
べ
き
法
に
非
ず
。
行
と
名
く
る
と
き
は
既
に
十
七
願
に
あ
り
て
、
十
八

の
機
の
手
に
入
り
て
あ
る
故
に
、
名
号
正
因
と
云
も
作
用
に
し
て
、
名
号
即
果
に
向
か
ふ
。

尋
て
云
く
。
名
号
を
直
に
業
因
と
云
は
る
る
な
ら
ば
、
名
号
で
も
信
心
で
も
作
用
を
な
す
と
云
ふ
や
。

今
云
く
。
信
相
即
ち
名
号
の
相
、
二
相
あ
る
に
非
ず
。
た
だ
一
相
。
信
を
能
具
と
す
る
の
相
、
即
ち
行
能
具
と

す
る
の
相
な
り
。
巾
着
に
物
を
入
れ
た
る
様
な
能
具
所
具
に
非
ず
。

無
疑
の
信
相
其
の
侭
行
相
、
無
碍
円
融
の
能
具
所
具
な
り
。
譬
へ
ば
陶
家
輪
の
如
し
。
一
々
の
動
揺
、
輪
の
相

と
も
云
べ
し
。
又
陶
の
輪
に
任
せ
た
相
た
と
も
云
べ
し
。
任
す
る
と
、
働
く
と
は
唯
一
相
な
る
が
如
し
。

第
二
に
信
心
正
因
の
義
を
釈
す
る
中
に
二
。

一
に
は
、
信
相
を
論
じ
、
二
に
は
、
称
名
の
具
不
を
論
ず
。

初
に
信
相
と
は
、
問
云
。
信
心
正
因
と
は
能
信
正
因
と
信
ず
る
こ
と
な
り
や
。
又
願
力
正
因
と
信
ず
る
こ
と
な

り
や
。
若
し
願
力
正
因
と
信
ず
る
と
云
は
ば
、
唯
信
正
因
と
は
行
者
の
思
ひ
葉
で
あ
ら
で
、
安
心
の
機
相
に
あ
ら

ず
と
云
て
爾
る
べ
し
乎
。
是
一
。

又
御
文
章
に
、
一
念
の
信
力
と
の
玉
ふ
も
、
行
者
の
思
ひ
葉
に
非
ず
と
云
ふ
や
。
是
二
。
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行
信
義
（
抄
）

　　
二
、
称
名
具
不

　
　
簡
内
報
恩

　
　
簡
失
意
機

又
信
心
は
願
力
正
因
を
持
つ
だ
け
の
道
具
に
し
て
、
正
因
に
非
ず
。
喩
へ
ば
、
名
号
宝
珠
を
も
つ
手
の
如
き
も

の
歟
、
云
何
。
是
三
。

答
云
。
信
じ
て
往
生
と
信
ず
る
と
云
ふ
も
、
南
無
阿
弥
陀
仏
に
て
往
生
す
る
と
云
も
、
言
は
左
右
あ
れ
ど
も
思

ひ
葉
は
唯
一
。

阿
弥
陀
仏
の
機
に
あ
る
を
南
無
と
云
う
。
南
無
が
阿
弥
陀
仏
の
働
き
な
る
を
。
阿
弥
陀
仏
の
法
と
云
う
。
故
に

二
河
譬
の
白
道
を
一
た
び
は
、
願
力
の
白
道
と
し
、
一
た
び
は
信
心
の
白
道
と
し
給
う
。
共
に
一
の
白
道
。
機
よ

り
云
と
、
法
か
ら
云
う
と
の
異
の
み
。

二
に
、
称
名
具
不
の
義
と
は
、
問
云
。
信
心
正
因
と
は
、
称
名
報
恩
に
簡
ぶ
や
否
や
。

答
。
一
義
に
云
。
唯
信
と
は
外
所
行
及
び
自
力
念
仏
に
簡
び
、
内
称
名
報
恩
に
簡
ぶ
。

又
一
義
に
云
。本
願
の
三
信
十
念
を
さ
し
て
唯
信
と
云
う
。爾
ら
ば
称
名
報
恩
に
簡
ば
ざ
る
や
と
云
う
に
、云
く
、

称
名
も
信
心
に
具
せ
ら
れ
て
正
因
な
り
と
云
は
ば
、
行
者
、
誤
っ
て
能
称
正
因
と
云
は
ん
。
爰
を
以
て
其
の
失
意

を
簡
去
し
て
唯
信
正
因
と
云
う
。

今
の
義
は
第
二
を
取
る
。
信
行
元
と
融
即
不
二
、
離
さ
ん
と
す
れ
ど
も
不
離
。
爾
る
に
失
意
の
機
あ
り
て
、
称

名
正
因
に
堕
せ
ん
こ
と
を
恐
る
る
が
故
に
、
称
名
報
恩
の
名
を
立
つ
。

爾
れ
ど
も
願
意
に
達
す
る
と
き
は
、
十
念
即
三
信
の
相
に
し
て
、
信
に
称
相
を
具
す
。

本
典
且
く
失
意
を
簡
ぶ
を
以
て
、信
因
称
報
と
の
玉
へ
ど
も
、其
の
信
因
は
自
爾
と
し
て
、称
を
全
う
ず
る
故
に
、

「
真
実
信
心
必
具
名
号
」
と
の
玉
ふ
。
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行
信
義
（
抄
）

　
初
後
不
二

　
同
時
口
称
の
失

　
因
非
混
雑
の
難

　
信
前
行
後

　
可
称
徳

　
信
相
即
称
名

問
云
。
其
の
信
具
の
称
相
云
何
。

答
。
初
発
の
信
、
電
光
石
火
の
如
き
も
の
に
非
ず
。
能
く
一
生
涯
の
疑
闇
を
除
く
。
故
に
三
世
の
業
障
一
時
に

消
滅
す
。
初
後
不
二
。
爾
れ
ば
初
起
の
信
、
一
生
涯
を
該
摂
す
。

問
云
。
若
し
所
弁
の
如
く
な
ら
ば
、
疑
難
少
な
か
ら
ず
。
初
起
の
信
、
称
名
ま
で
該
摂
せ
ば
、
自
ら
同
時
口
称

の
失
あ
り
。
是
一
。
又
因
非
混
雑
の
難
あ
り
。
是
二
。
云
何
。

答
。
若
し
相
発
に
約
し
て
云
は
ば
、
信
前
行
後
に
し
て
、
必
ず
同
時
な
ら
ず
。
故
に
、
称
と
な
る
べ
き
徳
を
具

す
と
云
ふ
べ
し
。
若
し
体
具
よ
り
云
は
ば
、
一
生
涯
を
南
無
の
一
念
に
該
摂
せ
ば
、
称
し
て
居
る
徳
あ
り
。

爾
れ
ど
も
信
前
信
後
の
法
相
は
壊
す
べ
か
ら
ず

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
故
に
同
時
口
称
の
難
は
当
た
ら
ず
。
因
非
混
雑
の
難
も
亦
当

た
ら
ず
。

問
云
。
其
の
体
具
の
称
名
は
、
行
の
つ
ら
な
り
や
、
信
の
つ
ら
な
り
や
。
云
何
。

答
云
。
信
か
ら
眺
む
れ
ば
、
称
の
造
作
も
一
々
み
な
無
疑
の
相
に
し
て
、
更
に
無
疑
の
外
に
出
た
る
も
の
な
し
。

波
相
全
う
じ
て
水
相
。
故
に
浮
沈
初
後
、
一
の
無
疑
な
り
。
無
疑
に
信
と
は
心
ば
か
り
に
ひ
そ
ん
で
居
る
も
の
に

非
ず
。
三
業
に
顕
れ
る
も
の
。
顕
れ
て
も
顕
れ
て
も
無
疑
。

喩
へ
ば
、
月
光
雲
霧
に
さ
へ
ら
れ
て
も
さ
へ
ら
れ
ず
と
も
、
其
の
光
に
増
減
な
し
。
信
も
亦
爾
り
。
浮
沈
は
煩

悩
の
雲
霧
の
隠
不
に
よ
る
。
隠
顕
と
も
に
一
の
無
疑
な
り
。
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行
信
義
（
抄
）

「
こ
れ
に
よ
り
て
真
実
信

心
を
獲
得
し
た
る
人
は
、
か

な
ら
ず
口
に
も
出
し
、
ま
た

色
に
も
そ
の
す
が
た
は
み
ゆ

る
な
り
。」（2-5

）

三
、
称
名
業
因

　
　
相
続
破
満

　
　
称
即
名

　
　
称
名
正
因

故
に
勧
章
に
も
「
色
に
も
其
の
相
は
み
ゆ
る
な
り
」
と
の
玉
ふ
。
其
の
相
と
は
信
心
を
さ
す
。
文
を
披
く
べ
し
。

信
心
の
相
即
称
名
。
故
に
信
巻
に
も
本
願
の
十
念
を
引
い
て
信
相
と
し
給
ふ
。
此
と
き
は
信
行
不
二
門
。
不
二

と
は
称
に
信
を
不
二
す
る
に
非
ず
。
称
を
信
に
不
二
す
る
な
り
。

三
に
、
称
名
業
因
の
義
と
は
、

問
云
。
称
名
に
は
業
因
の
作
用
は
な
か
る
べ
し
。
真
因
信
一
念
に
究
竟
す
る
が
故
に
。

答
。
信
一
に
究
竟
す
る
が
故
に
、
此
の
信
心
の
其
の
侭
行
な
る
が
故
に
、
称
す
れ
ど
も
称
す
れ
ど
も
無
疑
初
起

の
信
な
り
。
初
起
の
の
び
ゆ
く
称
名
故
、
一
称
々
々
み
な
作
用
す
。
名
号
よ
り
談
ず
る
も
亦
爾
り
。

問
云
。
称
の
全
体
即
名
と
云
は
る
る
な
ら
ば
、
名
即
称
も
云
は
る
る
や
。

答
。
称
即
名
と
云
る
れ
ど
も
、
名
即
称
と
は
云
は
れ
ぬ
。
何
と
な
れ
ば
、
称
の
挙
体
名
に
し
て
、
称
相
亡
じ
て
、

名
の
方
へ
不
二
す
る
に
非
ず
。
称
相
即
名
故
に
。
名
即
称
と
云
へ
ば
、
名
即
名
と
云
ふ
こ
と
に
な
る
。

問
云
。
能
所
不
二
の
称
名
、
所
行
正
因
を
顕
す
。
称
名
正
因
の
名
は
許
す
や
。

答
。
文
の
上
で
は
次
第
に
義
を
成
ず
る
故
、
随
分
称
名
正
因
ら
し
く
云
て
、
所
行
正
因
を
顕
す
こ
と
あ
り
。
名

目
は
、
義
の
究
竟
を
一
口
に
し
て
知
ら
す
る
も
の
な
れ
ば
、
称
名
正
因
の
目
は
用
ひ
ら
れ
ぬ
。
称
名
正
因
が
所
行

正
因
の
の
こ
と
な
る
故
に
、
義
の
如
く
立
目
し
て
所
行
正
因
と
云
ふ
べ
し
。
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四
、
化
風
同
別

　
信
行
総
論
門

　
信
行
別
論
門

問
。
第
十
八
の
願
、
至

心
等
の
三
信
を
以
て
要
と
為

す
、
何
ぞ
至
心
信
楽
の
句
を

除
て
今
「
称
我
名
号
」
の
句

を
加
る
や
。
此
の
句
願
文
に

之
無
し
、
云
何
。

答
。
此
に
深
意
有
、
今
言

所
の
称
我
名
号
は
、
則
本
経

の
至
心
信
楽
欲
生
の
意
を
示

す
。然

所
以
は
、
至
心
等
と

は
、
仏
の
名
号
を
称
し
て
往

生
の
益
を
得
る
、
是
れ
仏
の

本
願
な
り
、
此
の
如
く
信
知

す
る
、
是
を
至
心
信
楽
欲
生

と
名
く
。

故
に
此
の
心
を
発
す
、
即

是
れ
称
我
名
号
の
義
な
り
。

（
六
要
二
本
）

　　　
　
称
の
挙
体
所
行
能
信

四
に
正
し
く
化
風
の
同
別
を
論
ず
る
は
、
二
祖
究
竟
す
る
と
き
は
一
致
な
れ
ど
も
、
且
く
終
吉
は
信
行
総
論
門

に
約
す
。
高
祖
は
別
論
に
約
す
。

六
要
鈔
、「
称
我
名
号
と
は
、
至
心
信
楽
欲
生
の
こ
こ
ろ
を
顕
す
」
と
は
、
信
行
別
論
を
顕
す
と
云
こ
と
に
非
ず
。

他
力
往
生
の
旨
た
る
、
信
心
往
生
の
こ
こ
ろ
を
顕
す
な
り
。
故
に
称
れ
ば
往
生
と
は
、
口
称
を
顕
す
こ
と
に
非
ず
、

他
力
往
生
を
口
称
の
相
で
し
ら
せ
た
も
の
。

問
云
。
爾
れ
ば
称
れ
ば
往
生
と
云
へ
ば
、
是
非
口
に
か
か
ら
ね
ば
能
わ
ず
。
爾
れ
ば
称
へ
ぬ
も
の
は
往
生
は
な

る
ま
ひ
。

答
。
反
問
し
て
云
く
。
称
へ
ぬ
も
の
と
は
誰
ぞ
や
。
謂
く
、
聞
已
往
生
の
機
な
る
べ
し
。

云
く
、爾
ら
ず
。
諸
行
及
び
自
力
念
仏
に
対
し
て
、称
ふ
れ
ば
往
生
と
云
ふ
な
れ
ば
、称
へ
ぬ
も
の
は
自
力
の
機
、

称
ふ
る
と
は
他
力
な
れ
よ
と
云
ふ
こ
と
で
、
聞
已
往
生
迄
も
称
へ
る
中
に
収
ま
る
。

問
云
。
称
ふ
れ
ば
往
生
と
す
す
む
る
に
、
云
何
が
聞
已
往
生
と
信
ぜ
ら
る
る
や
。

答
。
た
だ
称
へ
と
は
云
は
ぬ
。
称
へ
こ
こ
ろ
に
目
を
か
け
な
、
称
へ
振
り
に
依
ら
ず
、
唯
弥
陀
名
号
の
用
き
に

任
せ
よ
と
云
こ
と
。

仍
て
称
へ
様
を
示
し
て
、
一
心
専
念
弥
陀
名
号
、
行
住
坐
臥
時
節
久
近
多
少
に
よ
ら
ず
、
威
儀
に
よ
ら
ず
、
た

だ
一
心
に
業
因
成
就
の
弥
陀
名
号
を
称
す
べ
し
、
一
念
二
念
聞
名
の
も
の
も
往
生
す
べ
し
と
勧
め
給
へ
る
が
終
吉

の
法
義
。

故
に
称
名
の
処
で
業
因
を
談
ず
る
は
、
能
称
の
信
念
、
所
念
の
法
体
を
さ
す
。
其
の
所
行
能
信
が
、
称
の
挙
体
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芿
園
義

　
石
泉
義

に
顕
る
故
に
、
挙
体
即
信
な
り
、
名
な
り
。

問
云
。
成
程
、
称
即
名
と
は
合
点
す
と
も
、
名
信
が
称
と
な
り
た
で
往
生
と
は
思
う
べ
し
。
称
れ
ば
往
生
と
勧

む
る
が
故
に
。

答
。
称
と
な
り
た
処
で
往
生
と
は
勧
め
ぬ
。
称
々
み
な
名
号
業
因
な
り
、
即
他
力
な
り
と
知
ら
す
る
故
、
一
声

一
念
往
生
と
云
う
。

仍
て
総
論
門
の
と
き
は
、
業
成
の
場
処
は
定
め
ず

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
此
を
定
む
る
は
信
行
別
論
の
法
相
。
総
論
の
上
で
は
た
だ

一
名
号
と
知
ら
す
る
こ
と
。

終
吉
の
上
で
は
称
へ
ざ
る
機
に
約
し
た
る
に
非
ず
。
称
ふ
る
機
に
付
い
て
、
教
へ
た
も
の
。

問
云
。
爾
ら
ば
、
終
吉
、
何
故
ぞ
、
信
心
往
生
を
本
と
せ
ざ
る
や
。

答
。
行
々
相
対
す
る
が
故
に
。
何
故
ぞ
行
に
約
す
る
。

一
義
に
、
時
機
未
熟
の
故
に
。
他
轍
に
云
く
。
他
力
法
の
全
相
は
、
大
経
の
信
疑
廃
立
に
し
く
な
し
。
爾
る
に

観
経
の
行
々
相
対
に
よ
る
は
、
時
機
未
だ
い
た
ら
ざ
る
が
故
な
り
。
爾
れ
ど
も
、
仮
設
方
便
の
如
き
に
は
非
ず
。

弘
願
の
真
面
目
中
に
於
て
、
且
く
相
対
絶
対
の
位
を
分
か
つ
の
み
。

又
一
義
に
、
終
吉
に
も
信
心
為
本
あ
り
。
高
祖
に
も
念
仏
為
本
あ
り
。
師
資
相
違
せ
ず
。
但
し
且
く
其
の
表
て

立
つ
処
を
殊
に
す
る
も
の
は
、
共
に
時
機
を
守
る
故
に
。
終
吉
に
も
熟
未
あ
り
。
高
祖
に
も
熟
未
あ
り
。
又
、
終

吉
に
も
熟
未
な
し
。
高
祖
に
も
熟
未
な
し
。
宜
し
く
時
機
を
守
る
と
云
ふ
べ
し
。
味
わ
う
べ
し
。
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五
、
信
行
不
二

　
　
二
相
不
二

六
、
破
闇
満
願

　
　
多
念
破
満

第
五
に
信
行
不
二
。

一
義
に
、
体
一
不
二
。
二
相
不
離
と
云
ふ
べ
し
と
。
此
の
義
、
信
の
全
相
を
尽
く
さ
ず
。
称
を
其
の
侭
信
と
見

る
こ
と
を
知
ら
ざ
る
が
故
な
り
。

今
云
。
体
一
不
二
は
勿
論
、
二
相
不
二
ま
で
立
て
る
。
信
相
即
称
名

4

4

4

4

4

。

今
、
体
一
不
二
の
み
を
解
す
る
義
を
試
み
に
難
じ
て
云
く
。
其
の
体
と
は
四
法
の
体
た
る
名
号
な
れ
ば
、
行
信

不
二
の
み
な
ら
ず
四
法
不
二
な
り
。
四
法
不
二
な
る
と
き
は
、
果
に
対
す
る
因
の
行
信
不
二
の
論
に
あ
ら
ざ
る
べ

し
。
是
一
。

又
、宗
体
の
体
は
因
果
の
体
に
し
て
、爾
も
非
因
非
果
な
る
も
の
。
何
ぞ
因
の
行
信
の
不
二
を
顕
す
こ
と
を
得
ん
。

云
々
。

六
に
破
闇
満
願
と
は
。

称
名
実
に
自
の
破
闇
あ
り
。
一
念
の
信
即
多
念
な
る
が
故
に
。
一
念
に
て
三
世
の
闇
を
破
す
。
一
念
の
破
闇
が

即
多
念
の
破
闇
。
顕
れ
て
も
顕
れ
て
も
一
念
中
の
多
念
な
れ
ば
多
念
一
々
作
用
す
る
こ
と
、
知
る
べ
し
。

問
云
。
一
念
の
処
に
破
闇
し
終
ら
ば
、
二
念
已
後
は
破
す
べ
き
闇
な
か
る
べ
し
。

        

答
。
夫
れ
は
信
行
分
離
門
に
約
し
て
難
ず
る
。
故
に
今
は
其
の
難
を
受
け
ず
。 

称
名
破
闇
を
談
ず
る
は
、
い
つ

も
信
行
不
二
な
れ
ば
な
り
。
思
う
べ
し
。
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七
に
得
大
利
と
は
。（
省
略
）

八
に
十
念
業
成
と
は
。（
省
略
）

九
に
一
称
決
定
と
易
行
の
至
極
を
示
す
。（
省
略
）

十
に
十
念
滅
罪
と
は
。（
省
略
）


